
 

   

愛媛県愛南警察署協議会会議録 

（令和５年度第２回） 

 

日

時 
令和５年 10月３日（火）午後２時 ～ 午後４時 

出

席

者 

１ 警察署協議会側 

会長以下６人 

２ 警察署側 

署長以下７人 

３ 公安委員会 

  佐伯公安委員以下３人 
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１ 会長挨拶 

本日は佐伯公安委員に同席していただいている。皆様から多くの

意見を頂いて実りある協議会にしたい。 

２ 公安委員挨拶 

署協議会でのご意見を公安委員会の活動にも生かしてまいりた

い。忌憚のないご意見をお願いする。 

３ 署長挨拶 

平素から警察行政に深いご理解とご協力を賜り感謝申し上げる。

より一層町民の視点に立った警察活動を推進するためには、皆様か

らの意見や要望が欠かせない。忌憚のない意見をお願いする。 

４ 議事 

⑴ 前回の答申に対する愛南署の取組報告 

ア 「自転車利用者の交通事故防止対策」について 

老人クラブ総会等の高齢者が集まる機会や、自転車利用者が

多く集まるスーパー等において、自転車の安全な乗り方やヘル

メットの着用を呼び掛けた。 

イ 「愛南警察署管内における速度取締り指針の策定」について 

国道56号を中心に、午前６時から午前８時までと午後４時か

ら午後６時までを重点時間帯と定め、速度取締りを実施した。 

⑵ 業務推進結果（令和５年５月から８月）と業務推進計画（令和

５年９月から12月）について 

各課長等が業務結果と今後の予定を説明したところ、委員から、 

・ 自転車ヘルメット着用の継続的な呼び掛けと販売先を含め

た広報活動の実施要望 

・ 無灯火の自転車に対する交通指導要望 

・ パトカーによる警戒活動に対する謝辞 

等があった。 

⑶ 諮問及び答申 

刑事生活安全課長が、「少年の非行防止方策及び若者による犯罪
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行為の取締り方策」に関して、ＳＮＳの安全な利用に向けた方策、

若者を取り巻く有害な環境の浄化方策、警察活動の在り方について

諮問した。 

委員からは、 

・ ＳＮＳの利用については学校と連携した取組が必要であ

り、保護者を含めた意識付けを行うことが大切である。 

・ 警察官によるパトロールは犯罪の抑止になる。少年が集ま

る場所だけではなく、空き家等にも目を向けた警戒をお願い

したい。 

等の答申を受けた。 

５ 公安委員講評 

協議会を通じて地域と警察の熱意を感じることができた。愛南署

は地域と一体となった地道な努力を続けている。今後もお気づきの

点は署にご意見をいただき、署は住民の安全安心のために引き続き

尽力してほしい。 

６ 警察業務の視察 

協議会終了後、委員らは宇和島署に配備されている警察船「うわ

うみ」に乗船して沿岸警戒活動を視察、委員からは、 

・ 南予地区で連携を図っていることが分かった。 

・ 海上での警察活動を知ることができ、大変参考になった。 

などと反響があった。 

 

 

会長挨拶           公安委員挨拶 

      

 

協議会の状況        沿岸警戒の視察状況 

      

 
 


